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 2009 年～2012 年 
 yahoo groups のサービスが終了に近づいてい
－ 5 －































































スポイントを設置して、一教室 42 台、学年 126
台が一斉にネットにアクセスしても使えるように
なった。 













  また、Chromebook を接続するための IP アド
レスが不足する、という問題も起こった。126 台
が同時にネットワークにアクセスできるように、

























 春休みから 4 月中旬にかけて、126 台のパソコ
ンと、エルゴトロン社の充電カートが納品された。
この充電カートは、15A の通常電源で 42 台のノ
ートパソコンなどを同時に充電できる優れもので











3．Chromebook でできること、Google Apps 









 ・Chrome ウエブブラウザ。Chromebook ア




































































る こ と に 懸 念 を 覚 え て い る ）。 し か し 、
















中二国語 2016/05/27の予定 （三学級共通） 
 １校時 中学２年A組 昨日の投票〈リンク〉 
 ５校時 中学２年B組 昨日の投票〈リンク〉 
 ６校時 中学２年C組 昨日の投票〈リンク〉  
－ 8 －






  右のリンクから課題を開いてください。  → google classroom〈リンク〉 
 
 ２ ジャパンナレッジlibにログインして、伊勢物語２４段を現代語訳や注を手がかりに通読しよう 
  http://japanknowledge.com/library/?1  〈リンク〉 
  ← 効率のよい検索のしかたを考えて下さい 
 
 ３ １のノートに追記する形で、自分の改変アイデアをできるだけ沢山書こう。 
  ← 《といったけれど、「○○と思って」男は帰ってしまった。》 の○○を考える 
  ← 本文全体のコンテクストを考えて、根拠のありそうなアイデアを考える 
  ← 文脈に全く無関係な、例えば、「因数分解は難しいと思って」みたいのはNG 
 
 ４ 【グループワーク】   班分けは次の通りです。〈略〉 
  ４－１ 発表者と書記を決めよう（昨日同じ役割をした人は除外する） 
  ４－２ 班の中で、３のアイデアを共有しよう 
  ４－３ 発表するアイデアの優先順位をつけよう 
 






 ドキュメントのファイルの名前を 692*+国語2016/05/27 としてください。（英数字は半角です） 
    ＊がクラスアルファベット半角大文字、＋が班の数字（半角） 
    （例） 692C1国語2016/05/27  日付は「今日」で変換するとすぐ出ます 
  一行目に今日の日付を入れて下さい。（必須） 
  発言者の名前を発言の前に入れて下さい。（必須） 
  発言の時刻を、発言者の名前の前に入れて下さい。（推奨） 
   「時刻」で変換すると、現在時刻が出ます。 
 
 ５ 発表 
 ６ 講評 
  １のノートに追記する形で、発表と講評のノートを取ろう。 
  一番面白かったアイデアに投票しよう。  → 投票フォーム 〈リンク〉 























































































































































用できる。Google Apps for Educatuin は当時
の名称だが、以下、これで統一する。 
＊３Yahoo! JAPAN によって提供されていたサービ
ス。2014 年終了。 
＊４国立情報学研究所が開発した情報共有基盤シ
ステム。設定によっては、学外に完全に閉じた
形で活用できる。 
＊５グループはいつでもいくつでも作成でき、削
除もできる。学級毎、班ごとなど、柔軟にグル
ープが組める。 
－ 11 －
 ＊６両者のサービスの違いや使い勝手については、
本稿の目的から逸れるので、これ以上深入りし
ない 
＊７一人一台の端末を持つことの効果について、
本稿では検証していないが、3か月で 13,700 も
の共有ドキュメントが作成され、一台も壊れる
ことも紛失することもなく、パスワードを忘れ
る生徒が一人も出ないほど頻繁に活用されたこ
とは、記しておきたい。 
 
－ 12 －
